見 まわした。 

往来 は 日が 暮れ かかって いた。 

はるか 向う に 今の ハ ィ カラ 娘が 行く。 

三 平 は あと を 追つ かけた。 近くなる と 見え かくれに 

随 いて 行った。 

2 

くぐ つく ど はちまん 

女 はガ— ドを 潜って 水道 橋 を 渡って 築 土 八幡の 近く 

のと ある 横 路地 を 這ん つ た。 三 平 も 続いて 這 入 つ た。 

娘 は 突 当りの 小 格子 を 開けて 中に 這 入った。 小 格子 



よしよ し …… 

わかった わかった …… 

安心して 帰れ …… 

三 平 は 張り合い 抜けが したよう に 三人の 警官の 顔 を 

見 まわした。 シ オシ ォ とうな だれて 出て 行った。 

三 平 を 見送った 警官 は 顔 を 見合せ て ドッと 笑い 崩れ 

た。 

4 

三 平 は 真暗に なつてから 材木 問屋へ 帰った。 



親方 は 三 平 を 見る とィ キナリ 怒鳴り付けた。 

どこへ 行って やが つたんだ …… 

間抜けめ …… 

芝居気 狂 いもて えげ え にしろ …… 

三 平 は 一 縮みに なった。 お 神さん から あてがわれた 

せんべ いぶ とん 

御飯 を搔っ 込む とすぐ に 二階へ 上った。 煎餅布団 を 敷 

いて 頭から もぐり 込んだ。 

5 

三 平 は 布団から 顔 を 出して 見 まわした。 仲間 は 皆 寝 



くの は、 ほんと に 惜しい 事」 とまで 云った。 

養 策 はすぐ に 女中に 命じて 乞食 青年 を 呼び返させて、 

勝手口に まわして 茶 を 与えて、 自身に 親しく 身の上 を 

ヽ Irt ン」 こ。 

H^. V nil 口 し / 

たけばやし たけ まる 

青年 は 赤面して 再三 辞退した が 遂に 竹林 武丸 と 名 

乗った。 

「父 は 尺八、 母 は 琴の 名手で あつたが 十九の 年に 死に 

別れ、 自身 も 盲目と なって この 姿」 と 涙 を 押し 拭うた。 

養 策 は 憐れ を 催お した。 その 眼 を 一 度 診て やる から 

明日 改めて 出て 来い と 十 円の 金 を 与えた。 

武丸は 土間に ひれ 伏して 涙に むせんだ。 



_ 4 

翌朝 武丸は 質素な 身なり を 整えて 来た。 

養 策 は その 眼 を 診察して 「これ は 梅毒から 来た もの 

だ。 家伝の 秘法に かけたら 治る かも 知れぬ から 毎日 

通って みろ」 と 云った。 

武丸は 喜び 且つ 感謝した。 そうして 「どなた か 存じ 

ませぬ がお 宅に おいでになる 尺八のお 好きな 方に、 お 

ずつ 

礼の ため、 毎日 尺八 を 一 曲 宛 吹いて お聴かせ 申したい」 

と 云った。 



ゆうとう ざん ま い 

大学生の 赤 島 哲也は 遊蕩 三昧 をす るよう にな つ た。 

つ るき まん ご 

以前、 赤 島 家の 書生で あ つ た 警察署 長の 津留木 万 吾 

かんげん 

は 忠義立てに 哲也を 捕まえて 手強く 諌言 すると 「音 絵 

を 貰って くれぬ から 自暴 糞に なつたん だ」 という 返事 

であった。 

津留木 は 飲み込ん で 父の 鉄 平に - J の 旨 を 談判した。 

鉄 平 は 「じ や 君に 任せよう」 と 淋しく 笑った。 

津留木 は 平服で 丸 山家 を 訪れた。 

養 策が 会って みると 「音 絵を哲 也の 嫁に」 という 相 



養 策 はすこし 不機嫌で 「それで は 外に 考えで も ある 

のか」 と 問うた。 

音 絵 は 「考えさして 下さい」 と 逃げた。 

_ 6 

, J の 頃から 巧妙な 窃盗が 横行し て 所の 警察 を 悩まし 

初めた。 その 賊は 頗 る 大胆で どこへ 這 入る にも 空色 

の 眼鏡 を かけて いると いう 事が 新聞に 出た。 

音 絵 は その 新聞 を 見る と武 丸の 眼鏡 を 思い出して 怪 

まさか 

しく 胸が 騒いだ。 しかし 真逆と 思いつつ 幾日 か 過した。 



武丸 はこの 時限 リ姿を 見せ なくなった。 

音 絵 は鬱々 と暮 した。 

養 策 は 腕 を 組んで 考えた。 

o 



歌 寿 は 喘息が 落ち 付いた ので、 見舞いに 来た 音 絵に 

秘曲の 「雪」 を 教え 初めた が 間もなく 中止した。 「だれ 

にこの 秘曲 をお 習いに なりました か」 とす こし 顔色 を 

かえて きいた。 



或る 夜 歌 寿の 家に 忍び込んで、 歌 寿の 枕元に 札の 束 

の 包み を 置いて 行った ものが あった。 歌 寿 は 不審が つ 

た。 夜になる と 僅かな 音に も 眼 を 覚ました。 それでも 

ね づ つみ 

その後 度々 の 金 包が 彼女の 枕元に 置かれた。 歌 寿 は 

その 金に 少しも 手を附 けずに 寝床の 下に 隠した。 

3 



月の 冴え渡った 冬の 深夜で あ つ た。 

音 絵の 住む 家から 一 町ば かりのと ある 四 辻に 一 台の 



武丸は ハツと 驚いた。 あたり を 見廻して 腕 を 組んで 

考えた が 何 か 二三 度うな ずいて 手紙 を 仕舞い、 懐中 か 

ら 魔睡 剤 を 取り出して 二人の 女に 嗅がせ 初めた。 

114 1 



音 絵 は 夢を見て いた …… 武 丸と 連れ立 つ て 雪の 中 を 

果てし もな くさ まようて いた …… がふと 気が付く と自 

動 車の 中で、 武 丸に 抱かれて 知らぬ 野道 を 走って いた _ 

これ はと 驚く 音 絵 を 武丸は 押し 鎮めた。 

青い 眼鏡 を 見た 音 絵 は 一 切を覚 つた。 武 丸の 膝に 泣 



き 伏した。 

武丸は その 背 を 撫でて 「何事 も 因縁です。 因縁 は 運 

命よりも 何よりも 貴い ものです」 と 云った。 

音 絵 は 泣きながら うなずいた。 

武丸は 盗んで 来た 音 絵の 晴れ着と 化粧道具で その 姿 

を 改めさせ、 自分 は 老人に 変装した。 

5 - 

自動車 は鶴屋 という 温泉宿に 着いた。 

武丸は 運転手に 「オト ェハ タケ マルト トモ 二 ブジ」 



た。 

戸塚 警部が 崖の 下に 龃け 付けた 時にはもう 人影 はな 

かった。 しかし 草の葉に 数滴の 血の したたりと、 雪の 

上 を 林の 奥へ 続いた 足跡が 残って いた。 

戸塚 警部 は あと を逐 うた。 

8 

その 夜 頭に 繃帯 をした 武丸は 歌 寿の 家の 前に 立 つ て 

すごも 

「鶴の 巣籠り」 を 吹いた。 

歌 寿 は 病の 床から 起き 上 つ て 戸 を 開いた。 



歌 寿 は 失神した まま 息 を 引き取 つ た。 

9 

糸 川 家に 音 絵の 屍体が 到着した。 

養 策 は その 屍体 を 見る と 泣き 倒 おれて、 奥の 一室に 

連れ込まれた。 人々 は 慰め かねた。 

僧侶が 来て 読経した あと 悲しい 通夜が 行われた。 哲 

也 も 音 絵の 相弟子と して 列席した。 

ほろ たら 

夜更けて 幌を 深く 下した 人力車が 玄関に 着いた。 中 

から 羽織袴の 竹林 武 丸が 威儀 正しく 現われて、 案内な 



しに 座敷に 通り 一同に 会釈して 霊前に 近付き、 礼拝 を 

遂げて 香 を 焚き、 懐中から 名器 「玉 山」 を 取り出して 

子の 花」 を 吹奏し 初めた。 

通夜の 人々 は 初め 驚いた が、 間もなく その 妙 音に 魅 

せられて しま つ た。 

すべ 

哲 也は武 丸の 持つ 尺八 を 見る と 青くな つ て 座敷 を、 u 

り 出して どこへ か 急いで 行った。 

「罌 子の 花」 を 吹き 終った 武丸は 尺八 を 霊前に 捧げ、 

音 絵の 枕元に 進み 寄り、 死に顔 を 見て 黙禱し 涙に 搔き 

暮れた。 

狂人の 表情に なった 養 策が 奥から 出て 来た。 突立つ 



なまけものの 恋 



さくらと く ； 



作 良 徳巿は 夢を見て いた。 

ひとりつ こ 

…… 富豪の 両親が 一 人 子の 彼 を この 上な く 愛し 育て 

て いると ころ 

うちじゅう 

…… 彼が 貰い 立ての 高等 商業の 卒業 免状 を 家中 に 



見せ まわ つ て 祝福 を 受けて いると ころ. 



処；； に 継 
を そ；； 行；；； い 
強ん ； き；；； で 



…… 震災で 両親 を 喪 うと 同時に 莫大な 遺産 を 受け 

継いで 喜びと 悲しみと に 面 喰つ ている ところ …… 

…… 彼が 放蕩 を 初めてい ると ころ …… 

…… 親戚 や 朋友の 忠告 を はねつけ ている ところ …… 

なじみ 

…… とうとう 一 文無しに なって 馴染の 女の 処へ 無心 

に 行き 愛想尽かし を 喰って 追い出され ている ところ… 

やけざけ 

…… 自棄酒 を 飲んで ますます 落ちぶれて 行く と - J ろ 

そんな 夢 を 次から 次へ 見て いる 最中に 徳巿 はお 尻の 

処を 強く 蹴られて 眼 を 覚ました。 



ふところ 

前で 何度も 立ち止ま つたが、 懐 へ 手 を 入れる と 諦め 

て 歩き 出した。 

3 

徳巿 はと ある 淋しい 横町 を 通りかかった。 

立派な 紳士が 一 人徳 巿の うしろから 現れた。 徳巿の 

様子に 眼 をつ ける とッ カツ 力と 近寄って 肩に 手 を かけ 

た。 

徳巿は 立ち 止って ふり 返った。 

紳士 は 二 コ 二 コ して 云った。 



お 伴し ましょう …… 

紳士 はうな ずいた。 ポケットから 煙草 を 出して 徳巿 

にす すめた。 マッチ を 擦って 徳巿 のにつ けて やり 自分 

も 吸い付け ると、 先に 立って あるき 初めた。 

徳巿も 従 いて 行つ た —— 横町から —— 横町へ II 

4 

紳士 はと ある 路地の 入口で 立ち止まった。 その 角の 

家の 硝子 扉 を 押して ふり 返った。 

徳巿は その 家の 小さな 表札 を 見た。 



_ _ 

I 津島 貿易商 会 



紳士 は 眼く ばせ をして 中に 這 入った。 

徳巿も 這 入った。 中 は 立派な 事務室であった。 

紳士 は 手ず から 瓦斯 スト— ブに火 をつ けて 電気 を ひ 

ねった。 その 前の 椅子に 徳巿を 坐ら せて 差し 向いに 

なった。 机の 上の 呼び鈴 を 押した。 

次の 室 へ 通ず る 入り口から 眼の 覚める ような 美人が 

現れた。 愛想よ く 叮嚀に 徳巿 にお 辞儀 をした。 

いらっしゃ いませ …… 



徳巿は 眼 をつ むって グ —— ッと 飲み干した。 

憲作は 呼 鈴 を 鳴らした。 

美人が 出て 来た。 

一 一人 は 眼く ばせ をし 合って 徳巿を 奥へ 案内した。 

5 

徳巿は 酔った 眼で あたり を 見 まわした。 美事な 洗面 

台 や 化粧台、 バス なぞが 眼に 付いた。 

憲 作と 美人 は ヨロ ョ 口す る 徳巿を 捕まえて 腰 を 掛け 

させた。 



僕の 家内の 美津 子です …… 

徳巿は 夢に 夢見る ようにお 辞儀 をした。 しきりに 洋 

服の 着工 合 を 直した。 しかし 眼の 前に 御馳走 を 並べら 

れ ると 真剣に 喰い 付いた。 

憲作 と美 津子は 顔 を 見合わせて 笑 つ た。 

6 

憲作は 徳巿を 連れて 二三 町 往来 を 歩いた。 

徳巿は 酔って 満腹して 紳士に なって 夢心地で ついて 

行った。 



久四郎 が 止める の もき かずに 店 を 出た。 表の 自動車に 

乗って 去った。 

徳巿も 帰ろうと する の を 久四郎 は 無理に 止めた。 

つまらぬ ものです が …… 

お土産に 差し上げた いものが 御座いま すので …… 

是非お 持ち帰 リを …… 

どうぞ J ちら へ 

7 

徳巿は 無理やりに 応接間の ような 処へ 連れ込まれた 



徳巿は 縮こまった。 

私服 巡査 は 徳巿の 両手 を 捉えて 手錠 を かけた。 

立て …… 

徳巿は 老人の ように 頭 を 下げて 腰 を かがめて 歩き 出 

した。 

外へ 出る と 私服 巡査 は 徳巿を 突き飛ばした。 

こっち だ …… 

8 

徳巿は 警察に 来る とすつ かり 酔いが 醒めた。 



往来の 靴 繕い を 見付けて 靴 を 磨かせた。 最後に 活版 

屋へ 行って 名刺 を 受取った。 

o 



徳巿は 星 野 家を訪 うて 名刺 を 出した。 

ハイカラな 女中が 出て 来て 奥へ 取り次い だが やがて 

引返して 来て 応接間に 案内した。 

徳巿は 応接間に 這 入る と ポケットから 葉巻 を 出して 

吹かし 初めた。 

星 野 智恵子 はさ も 嬉し 気に 這 入って 来た。 貴婦人 も 



憲作は 近寄って 徳巿の ポケットの 中から 二 枚の 切符 

と 名刺の 箱 を 引き出した。 

徳巿は 慌てて 取り返そう とした。 

憲作は 手 を 引 こめながら 切符 を 見る と ニヤ リと 笑つ 

て 一 枚 を 徳巿に 返した。 徳巿に 椅子 を 進めて 自分 も 向 

い 合いに 腰 を かけた。 

徳巿 はしょげ 返って 腰をおろした。 

憲作は 徳巿の 名刺 を 見た。 

_ J 

I 足 達徳巿 I 



お茶 を 一 ッ …… 

お差し支えなければ …… 

と 一 一階の 食堂の 方 を 指した。 

智恵子 母子 は 感激に 満ちた お辞儀 をした。 

3 



四 人の 席 は 帝劇の 食堂で 注目の 焦点と なった。 

王冠 堂の 番頭 久四郎 は 友達 二人と はるか 向う の 席で 

ビ— ルを 飲んで いたが、 四 人の 姿 を 見る と 驚いて 

フォック を 取り 落した。 



万 平と 徳巿は 星 野 家で 晩餐の 御馳走に な つ た。 

万 平 は 帰り ともなが る 徳巿を 引立てる ようにして 

いとま 

暇 を 告げた。 

5 - 

徳巿は 単身 背広 姿で 星 野 家 を 訪れた。 

お, 0- こ 

智恵子 母子 は 引き止めて なれなれしく もてなした。 



憲作は 悠然と 笑った。 徳巿の 耳に 口 を 寄せて 何事 か 

囁 やいた。 

徳巿は いくつ もうなず いた。 

憲作は 室の 隅から 酒と コップ を 取って 徳巿 にす すめ 

た。 

徳巿は 神妙に 手 を 振った。 

憲作は 笑って 一杯 干した。 二 杯 目 を 注ごうと する 時 

フト 階下の 方に 耳 を 傾けた。 コップと 酒 を 隅に 片付け 

て 窓の 破れから 外 をの ぞいた。 急いで 引返して 来て 徳 

し ま 

巿の 耳に 何事 か 囁 やきつつ 札の 束 を 仕舞った。 

-ケ る 

徳 巿はヮ ナヮナ 顫え 出した。 



憲作は 徳巿の 手 を 引いて 立ち上った。 

数名の 警官が 乱入した。 

憲作は ピストル を 放った。 

警官が 一 一名 倒れた。 

憲 作と 徳巿は 屋根から 逃れ 去 つ た。 

7 

徳巿と 万 平 (憲 作) は 自動車で 星 野 家 を 訪れた。 

お- 0> こ 

智恵子 母子 は 喜んで 出迎えた。 

徳巿は 応接間で 智恵 子と 話した。 



うち 

では 取引 は 又 その 中に …… 

今日は これで …… 

おのの 

智恵 子と 母 は 恐れ戦きつつ 礼 を 返した。 

万 平の 憲作は 悠然と 外に 出た。 

徳巿は 飛び 上 つ て あと を 閉めた。 

憲作は 表に 出る と あたり を 見 まわした。 怪しい 人影 

うち 

を そこ ここに 認めた。 急いで 家の 中へ 引返そう とした _ 

扉 は 固く 締ま つ て 開かな か つ た。 

数名の 警官が 憲作を 取り巻いた。 

憲作は 短銃 を 揚げて 睨み まわした。 

警官の 一 人が 同様に 拳銃 を 揚げた。 



あそこに 消えて 行きます 

きょ 

あなた は浄ぃ 方です …… 

徳巿は 智恵子 を 抱き締めた _ 
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2 oo 5 年 9 月^日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 



(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



